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限宙典塾 (′ 15,3,19)

濃 自議 (1501～ 1016)「薬楓露』(その3-13)

(意訳) 何の事件も起こらないときは、心がぼんや りとしてだらけやすい。だから、そ
のようなときには、心を静かに落ち着かせて、澄みきつた明らかな気持ちで物事をみる
ようにせよ。これに対して、身辺に何事かが起きた時には、心は浮ついて常軌を逸 しが
ちになる。心を澄ませ明らかにして、静かに落ち着くことを中心にして対処せよ

(余説) 有時と無事を的確に区別 して対処すべきであることは、家庭や社会・国家など
何れにおいても重要な事です。有時と無事とでは状況が異なり、心の状態も異なります。
それに適 した心構えをもつて対処できたときに、はじめて冷静な是非善悪の判断ができ
ることになります。

平時の際の原理と有時の際の原理とは別物です。その一方だけを尊重して他方を忘れ
てはならないことであり、両者は表裏一体め関係であろうと思います。

(参考)六然 「自処超 繁。処人議然。有時斬然。無事澄 繋。得意僣然。失意泰然」
(自 分には物事に囚われず。人には心地よくさせ。有時にはぐずぐずせず。事なきに

は澄んだ気持ちで。得意には淡々と。失意には泰然 自若 としている。)(明 `種 後渠)

賓識rlI費 ,宅 :す _ヽ導
学を形する者性たこ農卜道制L I2ょ 節義を計する者は、必ず

`因 りて 尤
竜響

く。故に君子は悪竜卜 近づかず、亦善名 も立てず、貰渾繋たる釉ミ |
あるのみ。綾かに是れ身を居 くの珍な り。              前集 176 1

(意訳) 節操正義を表看板に掲げる者は、必ずその節操正義のために非難され、道徳学
問を売 りものにする者は、常にその道徳学問のために災いを招くことになる。だから賢
明なる諸君は、悪に近づかぬばかりか、よい評判も立たないようにして、ただ円満で和
やかな気持ちをもつていればよい。それが身の安全を守る最上の道である。

(余説) このようなことは、現代においても政治や先端学問の世界などで時折みられる
ところです。正当な主義主張でも拘 りすぎると災いを招きます。一定の融通をきかすこ
とも大切です。よい評判が立つと、それに伴つて風当たりも強くなりがちです。
また、人が得意な分野を持つことは大切です。 しかし、そこに落とし穴があり、とも

すると、人は、得意分野で失敗することが多く要注意です。苦手な分野では慎重になり
ますが、得意な分野では回りを省みず、つい暴走しがちになります。そのことを日頃か
ら心がけていたはずのわたしにも、かつて苦い経験がありました。

(参考)言志録225(佐藤―斎)「凡そ情の偏するは、四端とポ も遂に不善に 陥 る。」

孟子 (I薫 千Lttξξ冒1・FTゝテT｀
仁・義十 智嚇 日となるもの。艦 →

而 して後、以て為すあるべ し。」
世の中がどうであろうと、自分はこういうことだけはしない。これを節義という。
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13と ]皇撃FttL端二1署電tiご募畠項Ъべ駅g撃テ王警λ馨重誓奮81雹  |
1 容 し得んことを要す。                       前集186   1

(意訳) この世を安全に渡つて行 くには、あまりに潔癖す ぎてはいけない。一切のよご
れやけがれも拒否せずに、受け入れて飲み込むような度量がほしい。

また、人 と交わった り、物事を一緒に行 うような際には、あま り好き嫌いの区別をは
つきりしてはいけない。一切の善人 0悪人・ 賢者・愚者を包容できるようであ りたい。

(余説) 度量が大きくて包容力のあることを「清鴇神せ呑む」と言います。 ここでは、
「善悪賢愚の区別なく、すべての人を受け容れ る包容力をもて」 と教えていますが、 と
もすれば差別する心が頭をもたげてしまい越ちです。

許繁縫巣饉TはlM矛ごξ£ム「薫∬ォま享FiЛご「曇慇1

賢愚・優劣・自他・老若・得失・男女などのように、対立的に見ようとする分別心から脱却
して、高い次元の絶対的な認識に立つべきことを求めています (難 しいですね)。

(参考)孟
[」鷲義豪亀理亀lξttτ翌卜(響奮

ば以て我が緩を濯うべし。治浪の水、濁ら
1の 水が澄んでいた ら、きれいな冠のひ もを

洗お う。濁っていたら足を洗お う。要は心がけ次第ではないか。)

※ 楚辞にも同文があるが、解釈の しかたがやや異なっている。

14羅際の場
｀
はビは医すべし。而れども執鐘の病は医病 は医 し難 し。事物の 障 は除 くべ し。 |

前集 188   1: 請かれども義理の障は除き難し。
:   しか

(意訳) 本能的に私利私欲のまま行動することに凝 り固まつた者のくせは、治すことも
できる。 しかし、理屈に凝 り固まった者のくせは、治すことが難 しい。

具体的で物質的な障害は取り除いたり修理したりもできる。 しかし、理屈や筋道にこ
だわつたり、道理の上で欠陥があったりする者の障害を取 り除くのは難しい。

(余説)深 く現実を見すえたような人物論だと思います。私欲に凝 り固まつた縦 鉄の病も
冒胸謡Iギ墓観燎観擁観調ご期復亀  努場Iよ稚、

偏つた価値観に囚われた性格からくる場合が多く、簡単には治らないと言われます。
自分の意見を持つことはよいことです。 しかし、それに頑なに固執 して譲らないという
のでは、自分の進歩も望めないし、周 りとの関係も難しくなります。

例えば、物質や地位や名誉等に執着する
キうには見とない人物が、会議等で理屈にこ

だわりすぎ、言い出したら後に引かない、そのような性の人物に覚えはありませんか。
物事には、理屈の善悪だけでは解決できないことも多いように思います。

(参考)厳海 「目覚めよ !自 領の漢。御主の胸中に大気あり」
禅宗中興の祖である白隠禅師 (1685～ 1768)力 、`24歳の時自己の見性悟道に
自惚れているのを見た正受老人からJ自人分

のことだけを考える男よ」と大喝
された言葉です。白隠の著では「夜船閑話」が有名です。
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